	評価項目
	Ｃ：努力を要する
	Ｂ：おおむね満足
	Ａ：十分満足（見方・考え方を深化）

	課題の発見・分析
	「高かった」「失敗した」など、単純な感想にとどまっている。」
	値段や機能など、自分にとってのメリット・デメリットを整理する。
	「情報の信ぴょう性」や「自分の深層心理（衝動買い物）」など、失敗根本原因を分析できている。

	多角的な評価
	個人の満足感（かっこいい、安かった等）だけで判断している。
	環境（マーク）や安全性など、家庭科固有の視点を1つ以上評価している。
	「個人・社会・環境」の３つのバランスを考え、持続可能な消費の視点で評価している。

	改善案の創出
	「次は気をつける」といった抽象的な決意にとどまっている。
	「〇〇マークを確認する」「予算を決める」など、具体的な方法を提案している。
	自分の生活習慣全体を見直し、社会の一員としての責任ある行動（意思決定）を論理的に説明している。


プリント裏面に印刷
★「４　ふり返り」から「思考・判断・表現」の度合いを評価する基準
例）「以前の自分は価格だけで選んでいたが、この学習を通して、〇〇（環境や安全性）の視点が欠けていたことに気づいた」という【変容】の記述があれば、非常に高い評価（Ａ評価）に値する。
